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イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
代
表
す
る
歴
史
哲
学
者
、
社
会
思
想
家
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
！
ン
（
；
一
三
ニ
ー
一
四
〇
六
）
は
、
邦
題
『
歴
史

序
説
晦
と
し
て
知
ら
れ
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
、
西
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
だ
け
で
な
く
、
普
遍
的
な
人
類
社
会
、
国
家
を
そ
の
典
型
と

す
る
人
事
組
織
の
政
治
、
経
済
、
文
化
・
学
術
、
社
会
現
象
を
広
範
囲
、
か
つ
根
源
的
、
体
系
的
に
考
察
・
究
明
し
、
「
ア
サ
ビ
ー
ヤ
」
（
連
帯

意
識
）
に
基
づ
く
人
間
の
協
業
（
タ
ア
ー
ウ
ン
）
が
都
市
文
明
（
ウ
ム
ラ
ー
ン
・
ハ
ダ
リ
ー
）
を
生
み
出
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
観
点

か
ら
、
国
家
や
王
朝
（
ダ
ウ
ラ
）
の
生
成
・
発
展
・
衰
亡
の
過
程
を
具
体
的
、
理
論
的
に
叙
述
し
た
書
物
の
著
者
と
し
て
、
欧
米
の
学
界
に
お

い
て
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
大
学
者
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
幸
い
に
し
て
、
長
ら
く
京
都
大
学
文
学
部
・
西
南
ア
ジ
ア
史
学
研
究
室
で
主
と

し
て
こ
の
著
作
な
ど
を
も
と
に
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
研
究
と
教
育
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
た
森
本
公
誠
博
士
（
現
東
大
寺
長
老
、
東
大
寺

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
総
長
）
に
よ
る
精
確
無
比
、
流
麗
に
し
て
達
意
の
日
本
語
訳
（
イ
ス
ラ
ー
ム
古
典
叢
書
、
全
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
一
一
九

入
七
年
・
岩
波
文
庫
版
、
全
四
冊
、
二
〇
〇
　
年
）
の
お
蔭
で
容
易
に
そ
の
内
容
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
内
容
た
る
や
、
ひ
と
り
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
や
西
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
凡
そ
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
歴
史
的
に
人
類
社
会
の
過
去
・
現
況
・

未
来
に
関
心
を
抱
く
者
な
ら
ば
、
『
歴
史
序
説
』
と
い
う
一
見
控
え
目
な
邦
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
驚
嘆
と
共
感
を
以
て
読
み
終
え
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
、
圧
倒
的
に
上
質
で
豊
富
な
量
の
学
術
知
と
経
験
知
、
論
理
的
な
思
考
と
体
系
的
な
思
索
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
人
類
学
術
史
上
の
金

字
塔
と
い
う
べ
き
一
大
業
績
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
＝
二
七
七
年
に
、
現
在
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
内
陸
部
に
あ
る
イ
ブ
ン
・
サ
ラ
ー
マ
城
で
『
歴
史
序

説
睡
の
草
稿
を
完
成
さ
せ
る
に
至
る
ま
で
の
状
況
、
及
び
そ
の
後
も
数
奇
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
生
地
で
あ
る
故
郷
の
チ
ュ
ニ
ス
（
ト
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ウ
ー
ニ
ス
）
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
渡
り
、
カ
イ
ロ
で
そ
の
死
を
迎
え
る
ま
で
の
活
躍
ぶ
り
に
つ
い
て
も
森
本
博
士
に
よ
る
好
著
『
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
幅
（
人
類
の
知
的
遺
産
ニ
ニ
、
講
談
社
、
一
九
八
○
年
・
講
談
社
学
術
文
庫
版
、
二
〇
～
一
年
）
が
あ
り
、
歴
史
的
な
背
景
を
丁
寧
に
解
説
し

た
こ
の
著
作
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
涯
を
具
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
物
に
よ
れ
ば
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
『
自
伝
一
層
ま
た

東
』
と
い
う
題
名
の
、
死
の
前
年
に
至
る
詳
し
い
記
録
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
証
言
を
基
に
し
な
が
ら
森
本
博
士
は
、
恐
ら
く
本
人
が
書
く
こ

と
を
早
っ
た
り
、
率
直
に
真
実
を
語
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
数
々
の
歴
史
的
な
事
件
当
事
者
と
し
て
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

の
立
場
を
勘
案
し
て
説
明
を
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
生
涯
の
詳
細
な
軌
跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
た
驚
く
べ
き
も
の
で
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
生
涯
は
、
旅
に
次
ぐ
旅
、
移
動
に
次
ぐ
移
動
に
満
ち
て
お
り
、

彼
が
人
類
文
化
史
上
に
燦
然
と
輝
く
と
い
っ
て
決
し
て
過
薔
で
な
い
大
著
『
歴
史
序
説
』
を
完
成
し
え
た
背
景
や
環
境
に
は
、
森
本
博
士
が

「
波
瀾
万
丈
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
、
時
に
は
自
身
が
苦
悶
と
絶
望
に
打
ち
ひ
し
が
れ
、
辛
酸
を
嘗
め
る
（
二
四
歳
の
時
、
一
年
九
箇
月
に
も

及
ぶ
投
獄
生
活
を
経
験
し
た
）
よ
う
な
人
生
経
験
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
逐
一
書
き
記
す
余
裕
は
な
い
が
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
は
北
ア
フ
リ
カ
地
域
に
あ
る
現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
の
三
国
を
主
舞
台
に
、
翌
旦
西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
の
主
要
な
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
、
ハ
フ
ス
朝
、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
、
マ
リ
ー
ン
朝
各
々
の
消
長
と
共
に
、
ま
た
各
王
朝
内
部
の
権
力
抗
争
、

ク
ー
デ
タ
、
確
執
、
陰
謀
等
の
結
果
と
し
て
、
期
待
と
失
望
、
憧
憬
と
落
胆
を
交
々
胸
中
に
抱
き
つ
つ
、
招
聰
と
亡
命
、
な
か
ば
強
制
的
な
連

行
と
追
放
、
と
い
っ
た
形
で
の
、
総
計
す
れ
ば
相
当
に
遠
距
離
と
な
る
空
間
的
な
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
当
時
キ
リ
ス
ト
教
徒
側
か
ら
の

攻
勢
に
曝
さ
れ
な
が
ら
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
弧
塁
を
守
っ
て
い
た
グ
ラ
ナ
ダ
の
ナ
ス
ル
朝
の
許
へ
も
亡
命
や
使
節
の
形
で
来
訪
、
滞
在
し
た
経

験
が
あ
り
、
＝
二
六
四
年
に
は
ナ
ス
ル
朝
の
外
交
使
節
と
し
て
、
か
つ
て
先
祖
の
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
が
支
配
し
て
い
た
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
カ
ス
テ

ィ
ー
リ
ャ
王
ペ
ド
ロ
一
世
（
残
酷
王
）
の
許
を
訪
れ
て
い
る
。
『
歴
史
序
説
』
の
完
成
後
も
最
終
的
に
故
郷
チ
ュ
ニ
ス
を
捨
て
る
よ
う
な
形
で

巡
礼
を
口
実
に
＝
二
八
二
年
エ
ジ
プ
ト
に
逃
れ
、
当
時
の
ブ
ル
ジ
ー
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
下
の
カ
イ
ロ
で
マ
ー
リ
ク
派
の
大
法
官
職
に
何
度
か
任

命
さ
れ
る
も
の
の
、
王
朝
内
外
で
多
難
多
事
の
時
代
に
度
々
そ
の
政
治
的
な
変
動
に
巻
き
込
ま
れ
、
一
四
〇
　
年
に
は
西
ア
ジ
ア
遠
征
（
七
年
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戦
役
）
中
の
、
中
央
ア
ジ
ア
が
生
ん
だ
稀
代
の
大
征
訳
者
テ
ィ
ー
ム
ー
ル
と
シ
リ
ア
の
中
心
都
市
ダ
マ
ス
ク
ス
郊
外
で
会
見
す
る
な
ど
、
も
し

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
を
舞
台
と
し
た
「
大
河
ド
ラ
マ
」
が
作
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
（
当
面
千
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
確
率
で
実
現
す
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
だ
ろ
う
が
）
主
人
公
と
し
て
こ
の
人
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
位
幾
多
の
劇
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
彩
ら
れ
、
浮
沈
に
満
ち
た

激
動
の
生
涯
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
上
の
み
な
ら
ず
、
人
類
文
化
史
上
に
傑
出
し
た
大
業
績
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー

ン
の
生
涯
の
大
き
な
部
分
を
空
間
的
な
移
動
（
当
人
に
と
っ
て
は
そ
の
多
く
が
自
ら
希
望
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
）
が
占
め
て
い

た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
度
お
手
許
に
届
い
た
、
「
移
動
」
を
共
通
テ
ー
マ
と
す
る
、
本
特
集
号
巻
頭
の
一
文
を
草
す
る
に
当
た
り
、
筆
者
が

是
非
と
も
書
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
事
柄
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
業
績
は
、
残
念
な
が
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

の
枠
を
大
き
く
超
え
て
人
類
文
化
史
上
の
意
義
を
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
西
洋
古
代
史
上
そ
の
名
と
著
作

を
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
著
作
『
歴
史
』
が
著
者
自
身
の
当
時
広
範
囲
に
及
ぶ
旅
行
（
口
空
間
的
な
移
動
）
の
経
験

に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
事
実
か
ら
も
、
良
質
の
歴
史
資
料
そ
の
も
の
と
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
名
高
い
優
れ
た
古
今
東
西
の
諸
著

作
に
現
れ
る
思
想
や
記
述
内
容
と
著
者
自
身
の
移
動
経
験
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
分
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
看
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
二
〇
…
三
年
四
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
八
回
目
と
な
る
史
学
研
究
会
例
会
で
は
、
「
移
動
」
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
、
西
洋
史
、
西
南
ア

ジ
ア
史
、
日
本
史
、
二
十
世
紀
学
、
地
理
学
と
い
う
五
つ
の
専
修
か
ら
推
薦
さ
れ
た
発
表
者
に
口
頭
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
発
表
者
の

方
々
に
は
、
そ
の
後
口
頭
発
表
の
内
容
を
中
心
に
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
共
通
テ
ー
マ
で
原
稿
の
み
を
依
頼
し

た
東
洋
史
、
考
古
学
、
現
代
史
の
各
専
修
推
薦
の
執
筆
者
か
ら
も
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
、
こ
の
特
集
号
を
編
集
、
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
力
作
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
執
筆
者
各
位
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
よ
う
な
例
は
、
む
し
ろ
例
外
、
特
殊
の
部
類
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
空
間
的
・
時
間

的
に
様
々
な
レ
ヴ
ェ
ル
、
隔
た
り
を
越
え
て
人
類
は
過
去
に
移
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
し
、
ま
た
現
在
も
絶
え
ず
移
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
空
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間
的
な
移
動
が
行
な
わ
れ
る
原
因
や
理
由
も
様
々
で
あ
り
、
本
特
集
号
掲
載
論
説
で
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
た
内
容
を
大
き
く
分
類
し
て

み
る
と
、
①
戦
争
や
軍
事
行
動
に
伴
う
移
動
、
②
巡
礼
、
移
民
、
植
民
地
で
の
教
育
活
動
を
目
的
と
し
た
移
動
、
③
人
間
が
作
り
だ
し
、
廃
棄

し
た
モ
ノ
の
移
動
な
ど
に
大
別
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
他
ま
だ
ま
だ
多
く
の
移
動
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
、
凡
そ
人
類
が
関
わ
る
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
つ
い
て
移
動
と
い
う
特
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
分
類
に
従
っ
て
、
本
特
集
号
掲
載
論
説
の
内
容

を
筆
者
な
り
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

①
の
戦
争
や
対
外
的
な
軍
事
活
動
に
関
連
す
る
移
動
が
巻
き
起
こ
し
た
国
内
的
な
論
争
、
他
国
に
よ
る
大
規
模
な
軍
事
侵
攻
と
そ
れ
に
対
抗

す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
を
論
じ
た
著
作
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
・
分
析
し
た
も
の
に
津
田
論
説
「
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
期
の

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
徴
兵
制
論
争
」
と
村
尾
論
説
「
回
国
初
年
に
『
夷
獄
聞
記
』
と
『
海
国
四
説
』
を
読
む
」
が
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
元

来
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
国
家
で
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
が
第
一
次
、
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦
と
い
う
大
規
模
な
兵
力
移
動
に
伴
っ
て
、
国

内
で
展
開
さ
れ
た
徴
兵
制
論
争
を
中
心
テ
ー
マ
に
、
特
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
住
民
の
対
応
が
一
九
一
七
年
の
総
選
挙
や
一
九
四
二

年
の
国
民
投
票
の
経
過
や
結
果
の
分
析
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
後
者
で
は
～
八
四
〇
1
四
二
年
置
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
広
州
地
域
社
会
の
有
力
な
指

導
者
で
あ
っ
た
梁
霜
融
の
著
作
で
、
威
豊
初
年
（
一
八
五
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
夷
鼠
聞
記
輪
と
『
海
国
四
聖
隔
の
内
容
紹
介
と
分
析
を
中
心

に
、
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
ア
ロ
ー
号
戦
争
（
一
八
五
六
一
六
〇
年
）
に
至
る
期
間
に
清
朝
体
制
下
、
知
識
人
の
危
機
意
識
の
旦
一
体
相
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

　
②
の
巡
礼
、
移
民
、
植
民
地
で
の
教
育
活
動
を
目
的
と
し
た
移
動
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
の
は
、
櫻
井
論
説
「
「
無
料
で
運
ぶ
わ
け
で
は
な

い
し
、
神
の
愛
の
た
め
に
運
ぶ
わ
け
で
も
な
い
」
」
、
坂
口
論
説
「
日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
国
策
移
民
事
業
の
特
質
」
、
朴
論
説
「
植
罠
地
朝

鮮
に
渡
っ
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
」
の
三
本
で
あ
る
。

　
櫻
井
論
説
で
は
、
一
四
～
一
六
世
紀
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
聖
地
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
を
中
心
と
し
た
巡
礼
者
を
運
ん
だ
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ガ

レ
ー
船
の
パ
ト
ロ
ン
た
ち
の
実
態
が
巡
礼
記
史
料
の
網
羅
的
で
綿
密
な
分
析
を
基
に
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
論
説
の
タ
イ
ト
ル
に
も
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「移動」に寄せて（井谷〉

な
っ
て
い
る
表
現
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ス
リ
ア
ー
ノ
（
一
四
八
四
年
）
の
言
で
あ
る
と
い
う
が
、
同
じ
く
論
説
中
、
以
下
の
よ
う
な
ニ
コ

ラ
・
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
霜
葉
の
引
用
は
、
当
時
の
巡
礼
客
運
搬
を
生
業
と
す
る
ガ
レ
ー
船
パ
ト
ロ
ン
た
ち
の
実
態
を
痛
烈
な
批
判
を
こ
め
て
何
よ

り
も
生
々
し
く
活
写
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
「
こ
の
獣
（
パ
ト
ロ
ン
）
が
出
費
を
惜
し
ん
で
い
る
の
は
見
え
見
え
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

人
は
何
か
を
得
よ
う
と
す
る
時
に
は
馬
鹿
丁
寧
に
な
り
、
し
か
し
　
盛
手
に
入
れ
る
と
後
は
知
ら
ん
ぷ
り
を
す
る
の
で
あ
る
。
」

　
坂
口
論
説
は
、
～
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
当
時
の
日
本
政
府
が
国
策
事
業
と
し
て
行
な
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
植
民
送
出

の
実
態
や
移
民
事
業
へ
の
参
加
動
機
な
ど
に
つ
い
て
、
移
民
送
出
を
一
手
に
担
っ
た
海
外
興
業
株
式
会
社
の
「
伯
刺
西
爾
行
移
民
名
簿
」
の
悉

皆
調
査
を
基
に
、
数
値
や
そ
の
多
寡
、
偏
差
に
現
れ
る
地
域
別
に
特
殊
な
要
因
や
背
景
を
、
熊
本
県
や
北
海
道
を
例
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
具

体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
朴
論
説
は
、
併
合
以
前
か
ら
第
二
次
大
戦
期
に
か
け
て
当
時
の
日
本
の
「
植
民
地
」
状
態
に
な
っ
て
い
た
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
女
子
教
育
に

深
く
関
与
し
た
日
本
人
女
性
教
員
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
彼
女
ら
の
教
育
に
対
す
る
高
い
使
命
感
や
現
地
の
「
遅
れ
た
」
民
衆
に
対

す
る
教
育
観
が
、
「
西
洋
宣
教
師
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
日
本
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
を
大
い
に
評
価
す
る
見
方
か
ら
来
た
着
想
」
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　
③
の
人
間
が
作
り
出
し
、
廃
棄
し
た
モ
ノ
の
移
動
を
扱
っ
た
も
の
に
、
渡
辺
論
説
「
自
区
域
内
処
理
原
則
と
ご
み
の
移
動
」
及
び
次
山
論
説

「
古
墳
出
現
期
の
社
会
と
土
器
の
移
動
」
が
あ
る
。
前
者
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
、
地
方
自
治
体
の
ご
み
処
理
と
そ
れ
に
伴
う
ご
み
移
動
の

問
題
を
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
や
法
的
な
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
全
世
界
的
に
、
ま
た
将
来
に
わ
た
っ
て
も
多
大
の

関
心
と
コ
ス
ト
が
払
わ
れ
、
特
定
の
自
治
体
や
地
域
に
廃
棄
物
処
理
の
負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う
な
、
合
理
的
で
妥
当
な
解
決
法
が
探
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
論
説
が
取
り
挙
げ
て
い
る
、
人
間
が
産
業
活
動
を
含
む
日
常
生
活
で
排
出
し
た
通

常
の
廃
棄
物
の
処
理
や
移
動
に
つ
い
て
さ
え
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
議
論
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ユ
ー
ス
な
ど
の
試
行
、
住
民
や
自
治
体
間
で
の

利
害
調
整
が
長
い
時
間
を
か
け
て
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
現
代
日
本
が
当
面
し
て
い
る
ご
み
の
処
理
や
移
動
の
問
題
を
さ
ら
に
敷
彷
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し
て
い
け
ば
、
二
〇
＝
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
以
来
特
に
国
家
的
な
課
題
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
日
本
全
体

で
各
地
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
出
た
核
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
そ
の
最
終
的
な
処
分
や
そ
れ
に
伴
う
移
動
に
つ
い
て
喫
緊
の
、
ま
た
長
期
的
な
将

来
に
わ
た
る
問
題
に
思
い
を
致
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
は
、
ひ
と
り
筆
者
の
み
で
あ
ろ
う
か
。

　
次
山
論
説
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
の
移
行
期
に
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
土
器
の
移
動
現
象
を
、
先
行
研
究
を
丁
寧
に
紹
介
し
な
が

ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
文
字
資
料
出
現
以
前
の
土
器
と
い
う
モ
ノ
の
移
動
が
考
古
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
筆
者
な
り
の
読
み
方
、
解
釈
の
仕
方
で
本
特
集
号
所
載
論
説
の
簡
単
な
内
容
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
思
わ
く
ば
読
者
諸
賢

が
こ
の
特
集
号
を
じ
っ
く
り
お
読
み
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
歴
史
上
の
、
そ
し
て
現
代
の
人
間
や
モ
ノ
、
情
報
の
移
動
と
い
う

広
範
に
し
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
さ
ら
な
る
検
討
が
可
能
に
な
る
テ
ー
マ
を
想
起
し
て
い
た
だ
く
よ
す
が
と
も
な
れ
ば
、
史
学
研
究
会
の
例

会
及
び
本
特
集
号
で
移
動
を
取
り
上
げ
た
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
会
常
務
理
事
）
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